
 

水産資源研究会：神奈川初！！カワハギ種苗生産 新聞に掲載されました！ 

 

先日、HPで報告したカワハギの種苗生産について、神奈川新聞で紹介されましたので詳細をお伝えします。 

本校長井海洋実習場近くの相模湾沿岸は、近年海藻がなくなる磯焼けが起きています。そのため、海藻を住処

とするサザエやアワビが減少し、また釣り人に人気のあるカワハギも減少傾向にあります。そこで、学校再開し

放課後の活動が可能となった７月より２か月間にわたり、有志生徒によるカワハギ種苗生産がスタートしました。 

実は、カワハギの種苗生産は神奈川で初めて！！卵から生まれた時の大きさも口も小さいうえ、成長するにつ

れて、お互いに噛み合いをし、放流まで試行錯誤の繰り返し、気が休まることがありませんでした。噛み合いを

防ぐための隠れ家なども手作りに設置。小さなカワハギが逃げ隠れている姿にホッとしたり、海藻の重要性を再

認識したり、学ぶことが多い密な 2か月でした。 

 ８月２０日、約 5cm に成長したカワハギ約 700 尾を小型実習船「わかしお」にて相模湾に放流しました。ち

ょっと寂しいけど、大きく育つことを願うばかりです。 

 

神奈川新聞に掲載されました。 

2か月後には立派に成長。 

生徒がつくった隠れ家で一休み 

生まれたてのカワハギの赤ちゃん 

よく餌を食べるので、こまめに配合飼料

を撒きました。 


